
                                                   

記入方法（記入例も併せて確認してください）

（１）「収入分類」欄にあてはまるもの１つに✓をつけてください。

※「給与・年金以外の所得」には、事業所得、不動産所得、譲渡所得、配当所得等が該当します。

（２）「会社名」欄に、（３）収入月において勤務していた（事業を営んでいた）会社名等を記入してください。就労していな

い等により無収入であった場合は「無収入」と記入してください。

（３）「収入月」欄には（１）の収入があった月、又は無収入であった月に○をつけてください。○をつけた期間の証明書類

をすべて提出してください。（外国語の書類の場合には簡単な日本語訳をつけてください）

   ・給与→2025年1月～12月（準備できない場合は202５年10月～12月）の給与明細書又は勤務先が発行する2025

年の年収証明書 等（年収証明書を提出する場合は、みなし金額ではなく実際に支払いを受けた金額の証明が

必要です）

   ・年金→2025年の１年間の受給金額が分かる通知書等（年金証書等月額が分かるもの）

   ・給与・年金以外の所得→2025年1月～12月（準備できない場合は2025年10月～12月）の帳簿 等

   ・無収入→居住国の公的機関が発行する2025年の１年間の無収入証明書 等

    ※無収入である期間が１年未満の場合は、月単位で無収入と分かる証明書が必要です。

    ※無収入の場合でもしも無収入であることの証明ができない場合は、奨学金の申請を辞退してください。

（４）「金額」欄に合計額を記入し、現地の通貨単位を記入してください。

・給与収入・・・給与支払額（税の控除前）の合計を記入（賞与を含む）

・年金収入・・・年金支給額の合計を記入

・給与・年金以外の所得・・・所得（＝売上－経費）の合計を記入

記入例
①2025 年１月～12 月・・・・・・株式会社○○自動車より日本円での給与収入があった
②2025 年 10 月～12 月・・・・・○○Motor Co. Ltd より US ドルでの給与収入があった

※給与収入に関する証明書類として、①・②それぞれについて「会社が発行する年収証明書」又は「「○」

を記入した収入月の給与明細書のコピー」の提出が必要です。

以下のような場合は各月の収入状況が確認できないため不備となります。

年収等の実績計算書の記入例

収入月に

「○」を

記入

１月～9 月の各月の収入状況が空白となっており、

空白となっている月の収入状況を確認できない。


